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徳地地域は、山口市の北東に位置し、面積の約9割を林野が
占め、地域のほぼ中央を１級河川佐波川が流れるなど、豊かな
自然に恵まれた地域です。

また、東大寺再建のための大勧進職に任命された重源上人
が、建築用材切り出しのため佐波川上流に分け入り、佐波川を
開発して多量の巨木を奈良に送ったことでも有名であり、その
他にも歴史の各時代にわたる豊富な文化財が残っています。

一方、人口減少・少子高齢化により、耕作放棄地や空き家の増加、地域の担い手の確保などが課
題となっています。

・世帯数、自治会・町内会数

・人口長期ビジョンと人口構成
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【地域の特色や課題】

徳地地 域20

（ 1 ）地 域 の 特 徴

【地域の概要、データ】



徳地生活バス

徳地フェスティバル

「安全に暮らす・豊かに暮らす・より良く暮らす」を地域目標として、諸問題の解決を図り、豊か
で住み良い地域の形成を図ることを目指します。

・コミュニティの基盤強化に向けた地域への愛着心及び地域の一
体感醸成のために、「徳地フェスティバル」や各地区の夏祭り
の開催支援を行っています。

・高齢者支援として、見守り、福祉ネットワークづくり、除雪
サービス等の事業を実施しています。また、安心して暮らすた
めの足を作ることを目的に「徳地の公共交通を考えるプロジェクト」に取り組んでいます。

・徳地地域内への情報発信として、地域広報誌「ふるさととくぢ」を毎月発行しています。

○安全に暮らす
・住民の防災意識の向上と交通安全の啓発に取り組むととも

に、地域の防災に対する備えを高めていきます。
・地域福祉が住民に根付き、誰もが安心して暮らせるよう、福

祉活動の支援、除雪ボランティアなどの福祉の充実に取り組
みます。

・住み良い地域になるように暮らしの環境改善に取り組みます。
○豊かに暮らす

・文化、体育、ボランティア、健康づくり等の地域活動を支援し、活動の充実を図ります。
・子どもたちがのびのびと学校生活を送れるよう、学校の活動や環境美化等への支援を通じて青

少年の健全育成に取り組みます。
○より良く暮らす

・地域交流スペースを活用した地域内外との交流の場、女性活躍の場の創出に取り組みます。
・住民からの意見や要望を地域づくりに反映させていきます。
・協議会だより、地域広報誌の継続、ホームページやSNSを活用した情報の発信に取り組みます。

いつまでも暮らしたいまち　とくぢ　～人・絆・支え合いのまちづくり～
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キャッチフレーズ

【目指す地域の姿】

【これまでの主な取組】

【今後の取組の方向性】

（ 2 ）地 域 づ くり 活 動 の 主 な 取 組 と 今 後 の 方 向 性

【地域づくり協議会名称】 徳地地域づくり協議会



「共につくる未来懇話会in阿東」

徳佐八幡宮のしだれ桜

阿東

2,242世帯

（2025年以降は参考値）

・平成22年（2010年）から令和2年（2020年）までは国勢調査。構成比のうち、年齢不詳は非表示。
・令和7年（2025年）以降は、内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局提供データ（令和元年（2019年）6月）をもとに推計。
・端数処理のため、年齢ごとの人口の合計が総数と一致しないことがあります。
・端数処理のため、65歳以上の割合についても、65～74歳と75歳以上の割合の合計と一致しないことがあります。

75歳以上
65～74歳

総人口
65歳以上

15～64歳
0～14歳
年齢不詳

世帯数：令和2年国勢調査
自治会・町内会数：令和4年（2022年）4月1日時点

87,094世帯
767

市全体

世帯数

自治会・町内会数 123
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75歳以上
65～74歳
15～64歳
0～14歳
年齢不詳7.7%

46.7%

19.1%

26.5%

45.6%

6.6%

42.3%

21.6%

29.4%

51.0%

4.7%

37.0%

24.3%

33.9%

58.2%

4.0%

32.5%

22.7%

40.8%

63.5%

3.9%
29.4%

19.0%

47.7%

66.7%

65歳以上
の割合2010年

（H22）
2015年
（H27）

2020年
（R2）

2025年
（R7）

2030年
（R12）

◀懇話会での御意見をイラスト等で
まとめた「グラフィックレコーディング」

阿東地域は、山口市の最北部に位置し、徳佐八幡宮のしだれ桜、
長門峡の紅葉、長門富士で知られる十種ヶ峰など、豊かな自然に恵
まれた高原のまちです。準高冷地の地域特性を生かし、良質な米、
トマト等の夏秋野菜、りんご、なし等の果樹、「あとう和牛」などの
生産といった農林業が盛んな農山村地域です。

今も人情にあふれる人々のつながりの強い地域であり、のどかな
田園の風景を駆け抜けるSL「やまぐち号」は訪れる人の郷愁を誘います。

一方では、人口減少・少子高齢化が急速に進む中、生活支援サービスの維持･確保、地域コミュニ
ティの活性化、農林業の担い手の確保、地域福祉の充実などが課題となっています。

・世帯数、自治会・町内会数

・人口長期ビジョンと人口構成
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【地域の特色や課題】

阿東地 域21

（ 1 ）地 域 の 特 徴

【地域の概要、データ】



三谷あそべる楽校
（廃校活用プロジェクト）

嘉年ふれあいマップ
「さとものがたり」

社会の変化に対応した、いつまでも笑顔で安心して暮らせる阿東地域を目指します。

・地域資源を活用し、地域力向上のため世代を超えて楽しめる
「あそべる楽校」を開催し、地域内外の住民や学生等の交流
を図り、関係人口の創出や新たなコミュニティづくりに取り
組んでいます。

・誰もが住み慣れたところで、生涯健康で心豊かに暮らせるよ
う、地域住民の連携による支え合いの仕組みづくりや健康づ
くりに取り組んでいます。

・地域文化や伝統芸能の保存・伝承、地域行事の支援を行うことで、地域の元気と魅力発信に取り
組んでいます。

・隣接する複数の自治会による交流を促進し、人口減少に対応
した新たな自治コミュニティの創出に取り組みます。

・幅広い世代が地域づくりに主体的に参画し、新たな視点や考
え方を取り入れ、地域内外の交流や連携を図り、誰もが協調
できる地域づくりを目指します。

・あらゆる世代が笑顔で安心して暮らせるよう、地域ボランティア団体の支援及び地域福祉の充実
を図り、支えあいの仕組みづくりに取り組みます。

・行事の棚卸と地域の伝統と誇りを共有できる事業を創出し、地域住民みんなが楽しめ、将来にわ
たり伝統文化が守られるよう取り組みます。

・地域課題を共有し、知恵を出し合う学びの場を創出し、地域力向上を図ります。

全ての世代がふるさとへの誇りを持ち、みんなでつくる阿東地域
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キャッチフレーズ

【目指す地域の姿】

【これまでの主な取組】

【今後の取組の方向性】

（ 2 ）地 域 づ くり 活 動 の 主 な 取 組 と 今 後 の 方 向 性

【地域づくり協議会名称】 阿東地域づくり協議会



後期基本計画の推進の方向性である「ずっと元気な山口」の実現に向けて、6つの重点
プロジェクトや施策別計画における取組の着実な推進を可能とするためには、安定的な
財政運営が必要です。

そのため、財政運営計画における、以下の財政運営方針のもとで取組を進めること
で、後期基本計画における積極的なまちづくりを可能としていきます。　

なお、人口減少や少子高齢化、合併支援措置の終了の影響等を踏まえ、財源の確保に
は一層の工夫が必要になるとともに、地方財政に大きな影響がある国の地方財政計画の
動向を注視していく必要もあります。

（ア）本市の持続的な発展をもたらす分野への重点的な財源配分
・全ての地域に安心して住み続けられる、農山村と都市が共存共栄するまちづくりを

実現するために必要な社会基盤整備に重点的に取り組むとともに、後期基本計画に
掲げる重点プロジェクトにしっかりと取り組むことが可能となるよう、財源を配分。

（イ）経営資源の効果的、効率的な利活用の推進
・多様化する行政ニーズへの対応に向けた事業の選択と集中を進めるとともに、行政

サービスと財政支出のバランスの最適化を図るなど、限られた財源を最も有効に
活用。

・未利用財産の新たな目的での活用や売却を進めるとともに、山口市公共施設等総合
管理計画に基づく効果的なマネジメントを図るなど、経営資源の効果的、効率的な
利活用を推進。

（ウ）健全かつ安定した財政運営を持続する財政基盤の確立
・市内経済の活性化による税収の確保や、ふるさと納税への積極的な取組等を通じて

自主財源を確保。
・国、県からの補助金等を積極的に活用するとともに、市債を活用する場合には交付

税措置のある有利な市債を活用することにより、実質的な負担を軽減。
・社会経済情勢の急変や、大規模災害の発生などの他、後期基本計画を着実に推進す

るための政策課題に柔軟に対応できるよう、財政調整基金や特定目的基金を有効活
用するとともに残高を確保。
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財 政 運 営 に つ い て6

（ 1 ）財 政 運 営 の 考 え 方

（ 2 ）財 政 運 営 方 針



◇歳入 （単位：百万円）

令和5年度
(2023年度)

令和6年度
(2024年度)

令和7年度
(2025年度)

令和8年度
(2026年度)

令和9年度
(2027年度)

地方税

地方交付税

うち普通交付税

国庫支出金

県支出金

地方債

うち臨時財政対策債

その他

歳入合計

◇歳出 （単位：百万円）

令和5年度
(2023年度)

令和6年度
(2024年度)

令和7年度
(2025年度)

令和8年度
(2026年度)

令和9年度
(2027年度)

人件費

うち退職手当

扶助費

公債費

繰出金

普通建設事業費

その他

歳出合計

財政収支 ▲ ▲ ▲ ▲

基金繰入金 －

基金残高
（各年度末見込）

後期基本計画の計画期間である令和5年度（2023年度）から令和9年度（2027年度）
までの5年間について、歳入歳出の項目ごとに現況や過去の実績等を基礎とし、後期
基本計画に位置付ける取組や財政運営方針に基づく取組を反映して普通会計で推計して
います。

また、毎年度の予算編成において、概ね5か年の見通しを明らかにしていきます。
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（ 3 ）財 政 見 通し



本市の地方創生の取組については、これまで、平成27年度（2015年度）から令和元
年度（2019年度）までを計画期間とする「山口市まち・ひと・しごと創生総合戦略」、令
和2年度（2020年度）から令和6年度（2024年度）までを計画期間とする「第2期山口市
まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、第二次山口市総合計画前期基本計画と一
体的に進めています。

こうした中、国においては、デジタル田園都市国家構想の実現に向け、令和4年
（2022年）12月に、第2期まち・ひと・しごと創生総合戦略を抜本的に改訂され、令和
5年度（2023年度）から令和9年度（2027年度）までの5年間を計画期間とする「デジタ
ル田園都市国家構想総合戦略」を策定されました。

この国の総合戦略においては、これまでの総合戦略における基本目標を引き継ぐか
たちで、「地方に仕事をつくる」、「人の流れをつくる」、「結婚・妊娠・出産・子育ての
希望をかなえる」、「魅力的な地域をつくる」を位置付けられ、同時に、地方のデジタル
実装の前提となるデジタル実装の基礎的条件整備として、「デジタル基盤の整備」、「デ
ジタル人材の育成・確保」、「誰一人取り残されないための取組」を強力に推進すること
とされています。

こうした国の総合戦略の考え方を踏まえ、本市においては、地方創生の取組を第
二次山口市総合計画後期基本計画と一体的に進めていくこととし、「山口市デジタル
田園都市国家構想総合戦略」を、まち・ひと・しごと創生法に基づく、本市のまち・
ひと・しごと創生に関する施策についての基本的な計画として、後期基本計画に位置
付けます。

この「山口市デジタル田園都市国家構想総合戦略」では、地域ビジョンに、第二次山
口市総合計画基本構想に掲げる将来都市像「豊かな暮らし　交流と創造のまち　山口　
～これが私のふるさとだ～ 」を位置付け、この実現に向けて、後期基本計画推進の方
向性である「『ずっと元気な山口』の実現　～誰もが活躍し　まちもひとも　今も未来
も　元気な山口に～ 」のもと、「農山村と都市が共存共栄するまちづくり」、「今の市民
生活を豊かにし、安心して元気に暮らせるまちづくり」、「未来に向けたチャレンジを
支えるまちづくり」の3つを施策の方向性として、取組を進めていきます。
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山 口 市 デ ジ タ ル 田 園 都 市 国 家 構 想 総 合 戦 略7

（ 1 ）考 え 方



令和5年度（2023年度）から令和9年度（2027年度）までの5年間とします。

地域ビジョンの実現に向けて、基本目標については、これまでの山口市まち・ひと・
しごと創生総合戦略における基本目標の方向性を継続したかたちで、「誰もが安心して
働くことのできる『しごと』をつくる」、「山口の魅力に磨きをかけ、新たな『ひと』の流
れをつくる」、「結婚・妊娠・出産・子育ての希望に応える環境整備」、「地域の特性に
応じた持続可能な都市圏・生活圏の形成」、「便利で豊かな創造社会の構築」の5つを位
置付けます。

また、5つの基本目標の達成状況に関する総合的な指標である重要目標達成指標
（KGI）として、人口（定住人口）、交流人口、ふるさと指標を位置付けます。

大都市圏への若者の転出超過の抑制や産業活力・雇用の創出に向けて、若者が活躍す
るまちづくりや、農林水産業の経営基盤の強化や商工業・サービス業の活性化、働きや
すい職場環境づくり、あらゆる産業分野における人材の確保と人材育成を進めます。

文化・観光・スポーツを始めとする本市の個性を生かした交流創出により、広域的な
経済循環や経済活力を創出します。また、農山村エリア等の転出超過ゼロを目指した取
組を引き続き進めます。とりわけ、後期基本計画においては、農山村エリア9地域の活
性化に向けて、地域経済活性化や移住・定住促進の取組を重点的に進めます。

重要目標達成指標（KGI）

指標名

人口（定住人口）

交流人口

ふるさと指標

192,198人
（令和4(2022)年10月1日時点）

336万人／年
（令和3(2021)年）

78.7ポイント

約19万人 維  持

600万人／年 増  加

80.0ポイント 維  持

基準値
(令和4(2022）年)

目標値
(令和9(2027)年)

指標の推移
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（ 2 ）計 画 期 間

（ 3 ）基 本 目 標 と 基 本 的 方 向

① 基本目標1 「誰もが安心して働くことのできる『しごと』をつくる」

② 基本目標2 「山口の魅力に磨きをかけ、新たな『ひと』の流れをつくる」



子育て世代の更なる転入超過や、子育て世代から更に選ばれるまちづくりに向けて、
子ども・子育て支援の充実を図り、安心の子育て環境を構築します。また、子どもたち
の未来を切り拓くための生きる力を育む教育環境づくりを進めます。

山口・小郡の両都市核づくりを進め、高次の都市機能を集積し、サービス業の振興等
を図り、同時に、広域ネットワークの強化を進めることで、市内や県央部のあらゆる地
域に安心して住み続けられる広域県央中核都市づくりを進めます。

また、協働によるまちづくりのもと、市内21地域において、個性が際立ち、人と人が
つながり、あらゆる世代が将来にわたって安心して住み続けられる地域づくりの取組を
進めるとともに、地域交流センターを中心として、日常生活圏の維持・確保、地域福祉
や地域防災などの充実を図る取組を進めます。

さらに、あらゆる世代が生涯にわたって元気で健康に活躍し、いつまでも幸せに暮ら
せるよう、市民一人ひとりの主体的な健康づくりや、あらゆる世代が住み慣れた地域で
安心して住み続けられる地域共生社会の実現に向けた取組を進め、同時に、高等教育機
関等が多く立地する本市の特長を生かした学びのまちづくりを進めます。

本市の学都山口としての特性を生かした学びのまちづくりによる人材育成を進めると
ともに、デジタル化や地域脱炭素を始めとした新しい時代の流れへの対応を進めること
で、地域課題の解決や市民の皆様の暮らしの質の向上、地域経済の活性化を図りつつ、
市民や地域、企業などの皆様の未来に向けたチャレンジを応援することで、将来にわ
たって発展を続けるまちづくりを進めます。

地方創生の取組を第二次山口市総合計画後期基本計画と一体的に進めていくことか
ら、5つの基本目標における具体的な施策、数値目標・重要業績評価指標（KPI）について
は、後期基本計画の6つの重点プロジェクトを再構築したかたちで位置付けます。

また、具体的な取組としてのアクションプランについては、第二次山口市総合計画実
行計画事業を位置付けます。
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③ 基本目標3 「結婚・妊娠・出産・子育ての希望に応える環境整備」

④ 基本目標4 「地域の特性に応じた持続可能な都市圏・生活圏の形成」

⑤ 基本目標5 「便利で豊かな創造社会の構築」

（ 4 ）具 体 的 な 施 策 と 数 値 目 標・重 要 業 績 評 価 指 標（ K P I ）



（ア）若者活躍と雇用創出の環境づくり（P45再掲）
　　・若者活躍のまちづくり
　　・多様な雇用の場の創出
　　・働きやすい職場環境づくりと未来を担う人材育成

（ア）元気な県都づくり（P51再掲）
　　・文化・観光・スポーツ資源を活用した交流創出

（イ）21地域づくりと農山村活性化（P49再掲）
　　・農山村エリアの地域活性化

数値目標・重要業績評価指標（KPI）

数値目標・重要業績評価指標（KPI）

指標名

指標名

20代の転出超過の抑制

交流人口

雇用創出人数

湯田温泉の宿泊客数

25～44歳の女性の就業率

山口市の認知度

市内大学生の県内就職率

農山村エリアにおける
人口の転出超過の抑制

農山村エリアにおける
交流人口

▲393人／年平均
（平成29(2017)年10月1日から
令和4(2022)年9月30日までの

5か年平均）

336万人／年
（令和3(2021)年）

150人／年
（令和3(2021)年）

31.7万人／年
（令和3(2021)年）

72.2%
（令和2(2020)年）

167位

38.4%
（令和3(2021)年）

▲193人／年平均
（平成29(2017)年10月1日から
令和4(2022)年9月30日までの

5か年平均）

約164万人／年
（令和3(2021)年）

転出超過の抑制

600万人／年

抑  制

増  加

200人／年平均

57万人／年

増  加

増  加

維  持

100位以内

向  上

転出超過の抑制

184万人／年

維  持

上  昇

上  昇

抑  制

増  加

基準値
(令和4(2022）年)

基準値
(令和4(2022）年)

目標値
(令和9(2027)年)

目標値
(令和9(2027)年)

指標の推移

指標の推移
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基本目標1　「誰もが安心して働くことのできる『しごと』をつくる」

基本目標2　「山口の魅力に磨きをかけ、新たな『ひと』の流れをつくる」

1

2



（ア）子ども・子育て全力応援のまちづくり（P43再掲）
　　・子育てなら山口
　　・教育なら山口

（ア）元気な県都づくり（P51再掲）
　　・広域県央中核都市づくり

（イ）21地域づくりと農山村活性化（P49再掲）
　　・個性と安心の21地域づくり

（ウ）人生100年時代の元気活躍のまちづくり（P47再掲）
　　・健康都市づくりの推進
　　・元気活躍を支える地域福祉の推進
　　・学びが充実し、生涯にわたって活躍できるまちづくり

数値目標・重要業績評価指標（KPI）

数値目標・重要業績評価指標（KPI）

指標名

指標名

ファミリー年代の転入超過

大殿・白石・湯田地域の人口

子どもを安心して生み育て
られる環境が整っていると
思う子どもを持つ親の割合

JR新山口駅の利用客数

地域行事や市民活動に、
年１回以上参加している

市民の割合

日常生活において必要な
サービスや移動手段に不便し
ていないと思う市民の割合

209人／年平均
（平成29(2017)年10月1日から
令和4(2022)年9月30日までの

5か年平均）

30,759人
（令和4(2022)年10月1日時点）

67.3%

183万人／年
（令和3(2021)年）

49.6%

65.0%

転入超過を維持

31,000人

維  持

増  加

75.0%

300万人以上

60.0%

67.5%

増  加

増  加

増  加

維  持

基準値
(令和4(2022）年)

基準値
(令和4(2022）年)

目標値
(令和9(2027)年)

目標値
(令和9(2027)年)

指標の推移

指標の推移
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基本目標3　「結婚・妊娠・出産・子育ての希望に応える環境整備」

基本目標4　「地域の特性に応じた持続可能な都市圏・生活圏の形成」

3

4



（ア）持続可能な未来都市づくり（P55再掲）
　　・未来を担う人材育成（HX:ヒューマントランスフォーメーション）
　　・デジタル技術の活用推進（DX:デジタルトランスフォーメーション）
　　・地域脱炭素の推進（GX:グリーントランスフォーメーション）

数値目標・重要業績評価指標（KPI）

指標名

指標名

健康寿命
（日常生活動作が

自立している期間の平均）

医療や福祉が充実している
と感じる市民の割合

生涯を通じ、学びの環境が
整っていると感じる
市民の割合

《HX》
生涯を通じ、学びの環境が整って
いると感じる市民の割合【再掲】

《DX》
「市役所は相談しやすい」と
感じている市民の割合

《GX》
「山口市は住みやすい」と
感じている市民の割合

男性 80.72 歳
女性 85.75 歳
（令和元(2019)年時点）

65.5%

65.1%

65.1%

73.8%

86.2%

延  伸

70.0%

70.0%

70.0%

80.0%

90.0%

上  昇

増  加

増  加

増  加

増  加

増  加

基準値
(令和4(2022）年)

基準値
(令和4(2022）年)

目標値
(令和9(2027)年)

目標値
(令和9(2027)年)

指標の推移

指標の推移
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基本目標5　「便利で豊かな創造社会の構築」5



第二次山口市総合計画後期基本計画及び山口市デジタル田園都市国家構想総合戦略
の推進に当たっては、市民、地域、事業者、関係者、行政等が、それぞれ取組を進め
つつ、連携を図り、政策効果を高めていくことで、「ずっと元気な山口」の実現を図っ
ていきます。また、市民、地域、事業者、関係者、行政等が取組を推進する上での連
携を図るため、必要な協議体を設置します。

さらに、進行管理については、後期基本計画のもとで、毎年度、「PDSサイクル」に
より、その進行管理を行います。

また、第二次山口市総合計画においては、後期基本計画に基づき、施策・事業の優
先度や財政状況に応じて、具体的な事業を年度ごとに示す実行計画を策定し、山口市
デジタル田園都市国家構想総合戦略においては、施策の推進に向けた具体的な取組で
あるアクションプランを毎年度策定します。この実行計画事業とアクションプラン事
業を連動させ、後期基本計画と総合戦略を一体的に進めていきます。

これらの達成状況については、後期基本計画と総合戦略における重要目標達成指標
（KGI）や重要業績評価指標（KPI）等により、測ります。
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推 進 体 制 ・ 進 行 管 理8
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重点プロジェクト

1 2 3 4 5 6 7 8 9

貧困を 
なくそう

飢餓を 
ゼロに

すべての
人に健康と 
福祉を

質の高い 
教育を 
みんなに

ジェンダー 
平等を 
実現しよう

安全な水と 
トイレを 
世界中に

エネルギー
をみんなに
そして 
クリーンに

働きがいも
経済成長も

産業と 
技術革新の
基盤を 
つくろう

重
点
Ｐ
Ｊ
１

子ども・子育て 
全力応援の 
まちづくり

1 子育てなら山口 ● ● ● ● ●

2 教育なら山口 ● ● ● ● ● ● ●

重
点
Ｐ
Ｊ
２

若者活躍と雇用創出
の環境づくり

1 若者活躍のまちづくり ● ●

2 多様な雇用の場の創出 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3 働きやすい職場環境づくりと
未来を担う人材育成

● ● ● ● ● ● ● ●

重
点
Ｐ
Ｊ
３

人生100年時代の 
元気活躍の 
まちづくり

1 健康都市づくりの推進 ● ● ● ●

2 元気活躍を支える
地域福祉の推進

● ● ● ●

3 学びが充実し、
生涯にわたって
活躍できるまちづくり

● ● ●

重
点
Ｐ
Ｊ
４

21地域づくりと 
農山村活性化

1 個性と安心の21地域づくり ● ● ● ●

2 農山村エリアの地域活性化 ● ● ●

重
点
Ｐ
Ｊ
５

元気な県都づくり

1 広域県央中核都市づくり ● ● ● ● ● ● ●

2 文化・観光・スポーツ資源を
活用した交流創出

● ●

重
点
Ｐ
Ｊ
６

持続可能な 
未来都市づくり

1 未来を担う人材育成（HX）
～学都山口のまちづくり連携
・学びのまちづくり ～

● ● ● ● ● ● ●

2 デジタル技術の活用推進
（DX）

● ● ● ● ● ● ● ● ●

3 地域脱炭素の推進（GX） ● ● ●

ふるさと指標の達成に向けた後期基本計画の
重点プロジェクトとSDGsの関連表

参  考

SDGs
17のゴール

具体的な施策
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重点プロジェクト

10 11 12 13 14 15 16 17

人や国の 
不平等を 
なくそう

住み続けら
れるまちづ
くりを

つくる責任
つかう責任

気候変動に
具体的な 
対策を

海の豊かさ
を守ろう

陸の豊かさ
も守ろう

平和と 
公正を 
すべての 
人に

パートナー
シップで 
目標を 
達成しよう

重
点
Ｐ
Ｊ
１

子ども・子育て 
全力応援の 
まちづくり

1 子育てなら山口 ● ● ● ● ● ●

2 教育なら山口 ● ● ● ● ● ●

重
点
Ｐ
Ｊ
２

若者活躍と雇用創出
の環境づくり

1 若者活躍のまちづくり ● ●

2 多様な雇用の場の創出 ● ● ● ● ● ● ●

3 働きやすい職場環境づくりと
未来を担う人材育成

● ● ● ● ●

重
点
Ｐ
Ｊ
３

人生100年時代の 
元気活躍の 
まちづくり

1 健康都市づくりの推進 ● ●

2 元気活躍を支える
地域福祉の推進

● ●

3 学びが充実し、
生涯にわたって
活躍できるまちづくり

● ● ●

重
点
Ｐ
Ｊ
４

21地域づくりと 
農山村活性化

1 個性と安心の21地域づくり ● ●

2 農山村エリアの地域活性化 ● ●

重
点
Ｐ
Ｊ
５

元気な県都づくり

1 広域県央中核都市づくり ● ●

2 文化・観光・スポーツ資源を
活用した交流創出

● ● ●

重
点
Ｐ
Ｊ
６

持続可能な 
未来都市づくり

1 未来を担う人材育成（HX）
～学都山口のまちづくり連携
・学びのまちづくり ～

● ● ●

2 デジタル技術の活用推進
（DX）

● ● ● ● ● ● ● ●

3 地域脱炭素の推進（GX） ● ● ● ● ● ●

SDGs
17のゴール

具体的な施策
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